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１．クイックスタート 

 温度圧力ロガーシステムを簡単に立ち上げる方法を示します。 

① 制御ソフトウエアのインストールされたノートパソコンのUSB端子に親機を装着しま

す。どの USB 端子でも構いません。そしてノートパソコンの電源を入れます。Windows 

7 が立ち上がるのを確認します。 

② ビートルの電源端子に AC アダプター又は電池ボックスを接続します。電池ボックスは

電源スイッチが ON になっていることを確認します。（AC アダプターが取り付け放し

になっている場合はそのまま使用できます） 

③ ノートパソコン画面上の「温度圧力ロガー」のアイコンをダブルクリックすると制御

ソフトウエアが起動します。 

２．起動画面 

 制御ソフトウエアが起動してから数十秒後にシステムの構成が正常であれば起動画面が

表示されます。条件を満たしていない場合はその条件が画面表示されますので、その表示

に従ってください。 

 

      図１：起動画面の表示と子機登録 

 最初の作業は子機登録です。子機登録とは現在ネットワークに属している子機（ビート

ル）を登録し、測定の管理を実施します。上図が表示された後に「はい」をマウスで左ク

リックすると子機登録が開始されます。存在を確認する子機の数は最高８台迄です。正確

には親機にリンクされた子機の内、ネットワークアドレスが最大８(0X08)迄を実際に信号

を送って、正しい値が返信された子機の製造番号と子機名をネットアークアドレス順に登

録します。 
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 親機にリンクされた子機のリストが完成した後は各パネル（画面上の４区画で測定場所

を示す）に登録された子機条件と一致した場合、特定の測定場所を測定する為の子機が存

在しているとして、パネル上に背景色水色の表示が下図のように出現します。子機が発見

されなかった場合は白抜きで残ります。（子機は一定の間信号を受信しない場合は電力消耗

を防ぐ為、スリープ状態に入ります。もし「子機登録」で子機が反応しない場合は複数回

「子機登録」を行ってください。） 

 

    図２：測定画面 

３．測定画面の説明 

① メニュー選択 

メニュー選択は画面上部赤丸で囲まれた部分で４つの機能を持ちます。 

・ 登録ポート：ノートパソコンとの USB 接続の状態を示します。状態が「接続中」

であれば、正常です。 

・ 子機登録：親機が管理するネットワーク上に存在する子機を登録します。 

・ 自動測定：指定された間隔で永続的に測定を行います。測定データは自動的にハ

ードディスク内に格納されます。 

・ 条件入力：センサーや製品に関わるデータや制御ソフトウエアに関わるデータを

入力又は修正するルチーンです。 

・ 区間測定：短時間に大量のデータを取得する為の測定ルチーンです。測定開始は

キー入力で行い、測定終了は同じくキー入力か、設定された測定最高値で終了す

ることができます。 

② タブメニュー選択 
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測定画面を表示するタブと条件を変更する為のタブの２タブで構成されており、図２

の青丸で囲まれた部分です。 

③ 子機メニューと「照合」ボタン 

子機メニューは各子機の画面表示を４段階に切り替えるボタンで「照合」ボタンはど

の子機が特定のパネルに対応しているかを確認するボタンで、このボタンを左クリック

すると対応する子機の赤色 LED が 10 回点滅します。 

 

４．子機メニュー 

 子機メニューのボタンをマウスで左クリックすると画面が切り替わります。 

① メイン画面 

 図２が示す画面です。通常はこの画面が表示され、自動測定の時は各センサーの測定

値とグラフが表示されます。 

② 条件値画面 

 

  図２-１：条件表示画面（第１測定場所） 

 図２-１が示す画面で特定の測定値（この場合は第１測定場所）に関わる情報が簡易的

に表示され、確認することができます。ここでの機能は表示のみで変更はできません。

変更が必要な場合は「条件入力」で内容を修正してから各測定場所への登録する形をと

ります。 

③ 測定値画面 

「自動測定」では現在行っている測定の近々の１０データがセンサー毎に、「区間測

定」では直前に行った測定データ全体が数値が測定時刻と共に表示されます。 
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 図２-２：測定値表示画面（第１測定場所） 

  「自動測定」の場合は順次最新の１０データに更新されます。従って、最新のデータ

を数値で捉えることが可能となります。 

④ グラフ画面 

「自動測定」に於いては現在測定中のグラフを表示し、「区間測定」では直前に行った 

 

 図２-４：グラフ画面（第１測定場所） 
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測定のデータがグラフ表示されます。メイン画面でもグラフ表示はされますが、ここでは

グラフ上をマウスで左クリックするとその点に対応するデータと測定時刻賀が数値表示さ

れます。もう一度濃きメニューボタンを左クリックするとメイン画面に戻ります。 

 

５．条件選択タブ 

 選択されたビートルに関わる条件を選択することを目的としたタブ画面です。先ずは「ビ

ートル画面１」で内容を変更したいパネルをマウスで左クリックし、その後で「条件選択」

タブをマウスで左クリックすると、第３図の画面が現れます。 

 

 図３：条件選択タブの画面表示 

 ここでの主な作業は次の４つになります。 

① ビートルハードウエアの選択 

② 製品の選択 

③ センサーの選択 

④ 区間測定モードと測定間隔の選択 

②と③に付いては既に登録されたデータが無い場合は選択ができませんので、予め「条

件入力」を選択して条件を入力してから作業をしてください。 

① ビートルハードウエアの選択 

ビートルを移設したり、新しいビートルを導入したりする時に用いる選択方法で、親機

が管理するネットワーク上のビートルから選択が可能です。「測定ビートル名」のボタン

を左クリックすると右のボックスにおやきが管理するネットワーク上のビートル情報が

表示されます。リストの中から選択するビートルの箱をマウスで左クリックするとクリッ
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クされたビートルが自動的に移入され、表示が移入されたビートル名に変わります。 

 

 図３-１：ビートルハードウエアの選択（ボタンクリック時の表示） 

この時、同時に「削除」と「保存」のボタンが表示されます。ビートルを選択しない場合

は「削除」を変更を保存する場合は「保存」ボタンをマウスで左クリックします。 

 

 図３-２：ビートルハードウエアの選択（選択完了時の表示） 

注意：ビートルを削除したままにしてしまうと測定ができません。 
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② 製品の選択 

同様に「製品」を選択します。製品に含まれる製造時の温度許容値が参考値になります。

この値は制御には用いられませんが、センサー設定値の確認用としてもちいられますの 

 

 図３-３：製品の選択（ボタンクリック時の表示） 

で必ず選択することをお勧め致します。  

 

 図３-４：製品の選択（選択終了時の表示） 
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製品の選択後、不要と判断された場合は「削除」ボタンを、変更を保存する場合はマウ

スで左クリックします。 

③ センサーの選択 

センサーも同様に選択ができます。使い方としては一つのセンサーに対して複数の条件

を用意しておき、条件を変えて測定を行う時に使うと便利です。センサーは最大３個まで

登録できますが、ビートルの種類と搭載センサー数を確認してから選択を行ってください。 

 

 図３-５：センサー選択画面（ボタンクリック時の表示） 

  図３-５では第１センサー用条件を選ぶ為に第１センサーのボタンをマウスで左クリッ

クした状態を示します。右側の箱には登録されている全てのセンサーに関わる条件が表示

されます。この状態で条件を選択しても構いませんが、右上の４箱を用いてセンサー種を

特定することが可能です。左から「熱電対」「圧力センサー」「加速度センサー」「センサー

全体」が選択可能です。 

 図３-６では圧力センサーを選択しました。この場合、圧力センサー以外は表示が薄くな

り、マウスで左クリックしても選択できなくなります。この方法を用いることで誤った選

択を防ぐことができます。圧力センサーではなく、熱電対を選択する場合には「熱電対選

択」のボタンを選択すれば、熱電対の条件のみが選択できるようになります。 

 図３-７はセンサー選択の終了時の表示です。選択したセンサーを削除する場合は「削除」

ボタンを変更を保存する場合は「保存」ボタンを左クリックしてください。センサーが削

除されるとビートル表示画面１の表示からセンサーが消え（表示が薄くなる）、測定も行わ

れません。同様にそのセンサーが保持していた条件も全てクリアされますので、削除以降

に復活はできませんのでご注意が必要です。 
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 図３-６：センサー選択画面（圧力センサー選択ボタンクリック時の表示） 

 

図３-７：センサー選択画面（圧力センサー選択終了時の表示） 

④ 区間測定モードと測定間隔の選択 

区間測定を行う場合、ﾐﾘ秒単位で測定間隔を設定できるモードと最速で測定できるモー

ドの 2 種類から選択が可能です。「最速」のモードの際は測定するセンサーの数によって

個別のセンサーに次の測定を行う間隔が決まります。現状では１センサー当たりの測定時
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間は約 100 ﾐﾘ秒ですので、１測定に関わるセンサーが４本あった場合は約 400 ﾐﾘ秒間隔

で測定が可能となります。測定間隔をできるだけ短くするには測定するセンサーの数を減

らすことで実現できます。 

 

 図３-８：区間測定方法の選択画面（ドロップダウンメニュー選択時） 

 

 図３-９：区間測定方法の終了時の画面（最短時間を選択） 

 区間測定方法のドロップダウンメニューから「最短時間」を選択すると「区間測定間隔」
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のドロップダウンメニューの表示が薄くなり、時間が選択できなくなります。 

 

 図３-１０：区間測定方法の終了時の画面（時間指定を選択） 

図３-１０のように「時間指定」を選択すると「区間測定間隔」のドロップダウンメニュー

が選択可能になります。通常測定間隔は自動測定時に使われる測定間隔で時間は分単位で

指定が可能です。 

 

６．条件入力 

 メニューバー上の「条件入力」をマウスで左クリックすると条件入力モードにはいるこ

とができます。ここでは各種の条件を事前設定しておくことが可能で、条件選択タブで使

われる条件がここで入力及び変更することが可能です。入力及び変更が可能な情報を次に

示します。 

⑤ センサーに冠する情報 

⑥ 製品に関する情報 

⑦ その他及び親機に関わる情報 

 「条件入力」を選択すると図４-１で示す画面が表示されます。センサーはその情報を変

えることが多い為、先ずはセンサー内容変更が表示されます。センサーの内容を変更する

場合は表示されている９センサーのパネルの内、変更するパネルのラジオボタンをマウス

で左クリックします。図４-２ではセンサー１が選択され、その他８センサーの表示が薄く

なります。この状態でセンサー１の情報のみ変更が可能です。 

 センサーの種類と測定方法はドロップダウンメニューから、それ以外は数値に直接変更

を書き込みます。変更の内容が正しい場合は新しい値が採用されます。それ以外は前の値 
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 図４-１：センサー情報変更画面（センサー選択画面） 

 
 図４-２： センサー情報変更画面（センサー１が選択された表示） 

 が有効となります。単一センサーに関わる変更が全て終わりましたら「変更」の簿段を

左クリックして確定します。変更を保存する場合は「変更」ボタンの右側に表示される「保

存」ボタンをマウスで左クリックすると保存されます。変更及び入力は続いて行うことが

できます。複数の変更を行った場合は最後に「保存」ボタンを押して変更を保存してくだ

さい。一時的な変更の場合には保存の必要はありません。 
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 図４-２：変更の保存 

② 製品情報の変更 

 製品情報を変更するには「製品入力」のタブを左クリックします。 

 
 図４-３：製品情報の変更画面 

 登録可能な製品数は最大２０製品です。変更に関わる操作は前のセンサー情報変更を参

照してください。 

③ その他及び親機に関わる情報 

ここでは多数の情報が掲示されていますが、実質的に使う変更は「コメントの表示・
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非表示」と「区間測定最大回数」の２つです。（赤丸） 

 
 図４-４： その他の条件の入力・変更 

コメント表示とはボタンなどの機能を説明する為の表示を行うことです。コメント表示は

最初は「非表示」になっています。表示はボタンをマウスで左クリックすることで説明を 

 
 図４-５：コメント表示を非表示→説明表示に切り替え 

有効にすることができます。但し、表示は煩わしいので通常は「非表示」にしてください。 

素間測定の最大測定数変更は数値を入力し、「設定」のボタンを左クリックすると設定され

ます。但し、0 以下の数値や 2000 以上の数値は設定できません。 
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７．区間測定 

  区間測定は高速でデータ収集をする実験用として開発されました。「区間測定」メニュ

ーを選択すると図５-１の画面が表示されます。「はい」を選択すると区間測定ルチーンに 

 

 図５-１：区間測定選択後の画面 

入ります。この状態で数字キーを押すと測定が開始されます。 

 

 図５-２：区間測定選択後の画面（開始画面） 
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数字キーはどれでも良く、多くの場合、数字０キーを用います。１測定の終了はもう一

度数字キーを押すか、最大測定数にきた場合に自動的に止まり、図５-３に示すグラフが 

 

 図５-３：区間測定終了時の画面表示 

が表示されます。グラフは任意の位置をマウスで左クリックすると測定時刻と測定結果が 

 

 図５-３：測定値の数値確認 

表示されます。同様に子機メニューを選択してデータの時系列表示等も行う事もできます。 
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８．自動測定 

 自動測定は継続的にデータを収集する測定モードです。メニューバーの「自動測定」を 

 

 図６-１：自動測定開始画面の表示 

 をマウスで左クリックすると図６-１の画面が表示されます。測定が１回目でない場合は

次の２つのモードから選択することが可能です。 

 

 図６-２： 自動測定時の表示（グラフと最新数値表示） 
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選択が可能な測定モード 

① 新規測定モード： 測定メモリーをクリアにし、メモリー上の第１回目からの測定

値を書き込んでいくモード（保存された測定値には影響はありません） 

② 継続測定モード： 前回の測定が中断された時点からメモリー上の測定位置からデ

ータを書き込んで行くモード 

両者のモードでも 2048 測定が終了した段階で測定データが保存されます。保存された測

定データは可読式(ASCII 形式)と 2 値化形式の 2 種類が自動的に書き込まれますので、後

からの解析に便利です。 

 自動測定モード、区間測定モードを問わず、ステータスバー（図６-２の赤丸）に現在

位置の表示がされますので、測定の進捗を確認することが可能です。 

 

ご注意：本ソフトウエアは性能向上を目的とした改良の為、事前の予告無しに内容を変更

することが御座います。 以上 


